
    

中野区基本計画   
重点プロジェクト ３　活力ある持続可能なまちの実現
 ③脱炭素社会の実現を見据えたまちづくり
　　を展開します

政策１９　環境負荷の少ない持続可能なまちをつくる

施策５１　脱炭素社会の推進と気候変動への適応
施策５２　ごみの減量やリサイクルの推進

関連計画
第４次中野区環境基本計画
第３次中野区地球温暖化対策地方公共団体実行計画事務事業編

中野区における
脱炭素社会の実現に向けた

取り組み



　

地球温暖化の影響



影響を減らしたり、防ぐためには？？



東京都の気温の変化

平均気温 最高気温 最低気温

1875年 24.9 32.6 16.6

1926年 26.3 36.4 18.5

2020年 29.1 37.3 21.8

温度差 ＋4.2 ＋4.7 ＋5.2

※1875年（明治8年）  …最古の気象記録がある年
   1926年（昭和1年）

　1875年（明治6年）から
2020年にかけて（145年
間）、月平均気温・月最高気
温・月最低気温のすべてが

上昇している。

　社会の変化とともに、気温
の上昇が起きている。

出典…気象庁　過去の気象データ記録

8月の気温の比較



①民生家庭部門：家庭から排出されるもの
②民生業務　   部門：企業・個人の業務の中で排出されるもの
③運　輸　　　　 部門：人・物の運搬・輸送で排出されるもの
④廃棄物　　　  部門：廃棄物の焼却で排出するもの
⑤産　業　　　   部門：農業や製造などの工場や事業所内で排出されるもの

区民の皆さんや事
業者などの取組み
によって減少傾向
になっています。

上の円グラフはＣＯ₂排出割合が多い順に並んでいます。
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中野区の部門別ＣＯ２排出割合

民生家庭部門 民生業務部門 運輸部門

廃棄物部門 産業部門

民生家庭部門

民生業務部門

運輸部門

廃棄物部門 産業部門 （単位：千ｔｰCO₂）2018年

　住宅地が多い中野区の
特性として、CO₂排出量
全体の50%以上を民生
家庭部門が占めています。



打ち水

なかのエコフェア

パネル展

エコフェア

子どもエコ講座



なかのエコポイント
　環境イベントへの参加や資源リサイクルなど、環境に配慮した行動に対し
てポイントを付与します。
（1ポイント＝1円、500ポイントごとに区内共通商品券等に交換できま
す！）

区民の皆さまの、環境
に優しい行動を応援し
ます！



なかの里・まち連携事業

【なかの里・まち連携事業とは】

過密な大都市と地方都市が抱える過疎
などのお互いの課題を、都市と地方が
空間を越えて連携し、互い補いながら、
区民・市民が中心となり交流すること
で、「新しい時代に合った豊かさ」を
目指します。

〈なかの里・まち連携事業　3本の柱〉
○経済交流
○観光・体験交流
○環境交流



「中野の森」風景（みなかみ町） 「間伐材による木工体験」の様子（喜多方市）



群馬県みなかみ町
　森林資源を保有する「なかの里・ま
ち連携自治体」と協定を締結し、現地
の森林整備活動で得られるCO₂吸
収量によって、カーボン・オフセット
を着実にすすめる「中野の森プロ
ジェクト」に取り組んでいます。

福島県喜多方市

　市内の森林によるCO₂吸収量を「J-
クレジット」として購入することで、市
内の森林整備（間伐）を支援し、あわせ
て区内で発生するCO₂排出量とオフ
セット（埋め合わせ）しています。
2020年度は60トン分の「Jｰクレジッ
ト」を購入しました。

日常生活や事業活動において、削減努
力をしても減らせないCO₂排出量を区
外での森林整備(間伐)などによる
CO₂吸収量で埋め合わせること。

金銭的な価値のある取引可能なCO₂
吸収量。

カーボンオフセット

Ｊ-クレジット

植林の様子



１　環境基本計画（基本目標）
　①脱炭素社会の推進と気候変動への適応
　　②循環型社会
　　　③安全安心で快適な生活環境
　　　　④都市の中の自然環境
　　　　　⑤環境保全に係る情報提供と連携の促進


